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武 道 の 定 義

　武道は、武士道の伝統に由来する日本で体系化された武

技の修錬による心技一如の運動文化で、心技体を一体とし

て鍛え、人格を磨き、道徳心を高め、礼節を尊重する態度

を養う、人間形成の道であり、柔道、剣道、弓道、相撲、

空手道、合気道、少林寺拳法、なぎなた、銃剣道の総称を

言う。

　　平成二十六年二月一日制定

日本武道協議会

武 道 の 理 念

　武道は、武士道の伝統に由来する我が国で体系化された

武技の修錬による心技一如の運動文化で、柔道、剣道、弓

道、相撲、空手道、合気道、少林寺拳法、なぎなた、銃剣

道を修錬して心技体を一体として鍛え、人格を磨き、道徳

心を高め、礼節を尊重する態度を養う、国家、社会の平和

と繁栄に寄与する人間形成の道である。

　　平成二十年十月十日制定

日本武道協議会
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　わが国を代表する武道 10 団体が大同団結して結成した日本武道協議会は、平成 29 年４月に設立

40 周年を迎えることとなりました。

　この祝賀を記念して、中学校武道必修化の充実に向けた指導書と DVD が刊行される運びとなりま

した。

　平成 18 年に教育基本法が改正され、伝統や文化を尊重することなどが謳われることとなり、平成

24 年度から全国 1 万余校の中学校で武道が必修化されました。中学校武道必修化が完全実施されて

から５年が経過しましたが、大きな事故もなく、全国各中学校で順調に実施されています。

　しかしながら、年間実施時間は 10 時間弱、指導者の段位保有率は 2 人に 1 人、約 50 パーセント

と低く、中学校武道必修化の内容充実は急務であります。

　そこで、日本武道協議会として「安全で、楽しく、効果の上がる授業」を実施するための指導書

と DVD を記念事業として作成し、全国１万余校の中学校、都道府県市区町村教育委員会、主要公立

図書館等へ無償配布することといたしました。

　目的は「武道 9 種目の周知徹底」と、その上での「中学校武道必修化の充実」です。

　武道は武士道の伝統に由来するわが国で体系化された武技の修錬による心技一如の運動文化で、

心技体を一体として鍛え、人格を磨き、道徳心を高め、礼節を尊重する態度を養う、国家、社会の

平和と繁栄に寄与する人間形成の道です。

　中学校武道必修化に関わる指導者の皆様がたにおかれましては、ぜひ本書と DVD を活用され、日

本全国の中学生が元気よく、立派に育っていかれますよう、ご指導、ご尽力のほど、よろしくお願

い申し上げます。

　本書がそのお役に立てることを心から祈念し、刊行の辞といたします。

　　平成 29 年卯月

刊 行 の 辞

（公財）日本武道館
日 本 武 道 協 議 会

会長　松 永 　 光
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　日本武道協議会設立40周年記念「中学校武道必修化指導書」の刊行を心からお祝い申し上げます

とともに、全日本銃剣道連盟が日本武道協議会に加盟し、現代武道の一員として活動させていただ

いていることに、心からお礼申し上げます。

　日武協への加盟は、銃剣道・短剣道の発展に必要不可欠な要素であります。特に「武道の理念」

に９武道の一つとして銃剣道が明記されていることは、銃剣道が日本の伝統文化であり、その目的

が国家、社会の平和と繁栄に寄与する人間形成である明確な証しです。

　日武協のご支援を受けている、全日本少年少女武道（銃剣道）錬成大会や全国銃剣道指導者研修会、

中学校武道授業（銃剣道）指導法研究事業などは、銃剣道・短剣道を幅広く普及振興するためには必

要不可欠な事業となっております。特に、中学校における銃剣道授業の実現は当連盟の悲願でしたが、

平成28年には、神奈川県において開始することができました。これは、採用していただいた中学校の

教員が「中学校武道授業（銃剣道）指導法研究事業」に参加したことがきっかけになっています。ま

さに、日武協に加盟していなければ実現できなかったことであり、心から感謝致しております。

　さて当連盟の大きな課題は、中学校銃剣道授業採用校の拡大、国民体育大会銃剣道競技会の毎年

実施競技への復活などがありますが、その克服の基礎は銃剣道の指導ができる教員の育成と、青少

年育成拠点の拡大にあります。本指導書は中学校武道必修化の充実と武道の振興普及に資すること

を目的として発刊され、種目「銃剣道」において、歴史と特性、姿勢、足捌き、突き及び形の銃剣

道全般にわたって分かりやすく解説しました。本指導書が多くの教員の皆さんにとって、銃剣道指

導のよき指南書となり授業に対する自信の源となること、そして中学校のみならず、全国の青少年

育成拠点においても活用されることを心から期待しています。

　　平成29年４月吉日

ご あ い さ つ

（公社）全日本銃剣道連盟 会長　酒 井 　 健
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　このたび、日本武道協議会が設立 40 周年を迎えるにあたり、これを記念して、中学校武道必修化

の充実に資するための指導書と DVD を刊行する運びとなりました。誠におめでたい限りであります。

　新渡戸稲造博士の言を待つまでもなく、日本人の精神文化の柱は武士道であり、この武士道を現

代に最もよく引き継いでいるのが武道であります。

　平成 18 年に安倍晋三内閣において、60 年振りに教育基本法が改正され、国や郷土を愛し、日本

の伝統文化を尊重し、公共に奉仕する心を涵養することなどが明文化されました。武道議員連盟は、

日本武道館、日本武道協議会と歩調を合わせて、中学校武道必修化の実現を国に要請してまいりま

した。その成果として、学習指導要領が改訂され、平成 24 年度から全国１万余校の中学校１・２年

生で武道が必修化され、６年目を迎えることとなりました。

　武道を必修化することによって、全国の中学生が心と体を鍛え、日本の伝統である、「道の文化と

しての武道」を学んで自分を高めていくことは、多感な成長期にあって意義あることだと考えてい

ます。中学校で武道を必修化するということは、50 年後、100 年後には全国民が武道経験者になる

ということで、日本社会にとっても中学校武道必修化は大事な事業であります。

　各武道に共通しているのは「礼に始まり、礼に終わる」、お互いを尊重し、高め合うことです。「道」

と「礼」の実践が中学校武道必修化の重要課題であるといえるでしょう。まさに「仏を作って魂を

入れる」のはこれからです。

　本書と DVD が、中学校武道必修化の充実に向けて全国の学校現場で幅広く活用され、わが国が将

来にわたって平和で豊かな国であることの礎になることを祈念申し上げ、刊行の辞といたします。

　　平成 29 年４月吉日

刊 行 に あ た っ て

武 道 議 員 連 盟 会 長
（公財）日本武道館常任理事 高 村  正 彦
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１ 銃剣道とは

　銃剣道は、明治初期にヨーロッパの銃剣術を取り入れて創成され、わが国の伝統的武術のひと

つである槍術の「突き技」を基調として発展してきた。銃剣道は木銃を左半身に構え、相手の喉・

胴への「突き技」のみの競技で、動作も単純で、習得も容易である。しかし、技の真髄を極める

には奥深いものがあり、「突く」「抜く」「打ち払う」「かわす」「押す」などの木銃の操作と「足

さばき」で果敢に攻めるところが特色である。

　銃剣道では、たゆまない努力によって心身を鍛錬陶冶し、規律を守り、礼節を尊び、信義を重

んじる等、社会人として必要な道徳性を高め、もって、正しく、明るく、強く、逞しい人間形成

を目指して精進することを指標とし、基本的運動能力の育成に寄与するものである。

　普及にあたっては、「やって楽しく、見て面白い」ことを感じさせ、「スピーディーで美しい試

合」ができ、正々堂々とした態度を維持できるよう努力することを主眼としている。

２ 銃剣道の歴史

　銃剣道の前進となる銃剣術は、17世紀後半のヨーロッパのフランドル地方の戦闘で考案され

た銃剣（バイヨネット）が 18世紀に改良されて、ドイツ・フランスを中心にヨーロッパに銃剣

によるフェンシング術が普及されていったことが始まりである。

　わが国でも、明治３（1870）年に陸軍の戦技としてフランス式銃剣術が導入された。しかし、

当時の日本人の体格には不向きであったことから、戸山学校体操科長の津田教修により「宝蔵院

流槍術秘書」を参考とした研究がなされ、明治 27（1894）年日本式銃剣術に改正された。これ

が現在の銃剣道の起源である。

　以後、大正 13（1924）年には第１回明治神宮体育大会で実施され、翌大正 14（1925）年に

は大日本武徳会の独立科目として認められた。昭和 15（1940）年の橿原神宮大会から「銃剣道」

という名称になり、翌昭和 16（1941）年に銃剣道の民間組織の端緒である大日本銃剣道振興会

が設立され、銃剣道の普及が各地で行われた。

　戦後、武道禁止令により大日本銃剣道振興会は解散。銃剣道は存亡の危機に直面したが、銃剣

道の伝統を継承し、 武道として後世に伝えようとする愛好者が全国でそれぞれ活動し始めた。昭

和 28（1953）年には、戸山剣友会が設立され、全国各地でも組織が作られ始めた。

̍ষ　֓　　

概　　論１章
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　こうして、全国的に銃剣道再興の機運が高まってきたことから、銃剣道の全国的組織を設立す

ることとなり、昭和 31（1956）年、全日本銃剣道連盟が設立された。全日本銃剣道連盟は、昭

和 45（1970）年に社団法人の認可を受け、昭和 48（1973）年に日本体育協会への加盟が認め

られる。昭和 55（1980）年、国民体育大会の正式種目となり、銃剣術から武道としての銃剣道

への変遷と発展を遂げてきた。

３ 特　　性

　銃剣道は長さ 166 センチ（小学生以下は 133.5 センチ）の木銃を、左半身になって両手で持

って構える。構えの姿勢から突く、突いた姿勢から構えの姿勢に戻るという単純な動作で行うた

め、初心者にも導入しやすい。また、青少年から高齢者まで生涯武道として行うことができる。

　その一方、 相手の木銃を「払う」、 「外す」、 「押す」、相手の突きを「かわす」など木銃を操作し

て、相手の構えを崩しながら突くという多彩な技がある。これらの木銃の操作を誤ると、反対に

隙となるなど技の真髄を極めるのにはたいへん奥深いものがある。

　また、相手と相対して技を出すには、相手の動きを見極めて突く機会を決断しなければならな

い。さらに、常に背筋を伸ばした正しい姿勢を維持しながら、最短距離で木銃を操作することと、

足さばき等の運動を瞬時に一致させなければならない。

　このような技の奥深さを追求していくことが生涯にわたって向上心を刺激し、意欲を高めると

ともに、運動能力の向上、判断力、決断力、瞬発力の養成、正しい姿勢の保持に寄与しているこ

とに銃剣道の特性がある。
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４ 銃剣道の競技方法

　銃剣道の競技方法は、用具を着装して突き技を競う試合と、用具を着装しないで基本技の形を

競う方法がある。

（1）　用具を着けて行う試合
■有効突き部位

　左胸、喉

˙উഊͷܾఆ

　3人の審判員が判定し、審判員の 2人以上が「有効突き」と認めて旗を挙げれば一本となる。

銃剣道の突きは正しい姿勢で、充実した気勢と正しい突き方と体の動きが一致しなければ、有効

な技とは認められない。

（2）　用具を着けないで行う基本技の形試合
■勝敗の決定

　3人の審判員が姿勢・気勢・形の優れている方を総合的に判定して、選手が着けている色の旗

を挙げる。その旗が多い選手が勝ちとなる。

༻۩Λண͚ͯࢼ͏ߦ߹ͷྫ

༻۩Λண͚ͳ͍Ͱج͏ߦຊٕͷࢼܗ߹ͷྫ

̍ষ　֓　　
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５ 銃剣道の服装・用具

指導のポイント

木銃（もくじゅう）

面（めん）

用具を着装した姿

胴（どう）

垂（たれ）

肩（かた） 裏布団（うらぶとん） 小手（こて）

指袋（しのう）

˔ʮݞʯʮཪஂʯ૬खͷಥ͖ʹΑΔέΨΛ͗ɺিܸΛΒ͛Δ

ͨΊʹண͚Δɻ

˔ʮݞʯͷ্͔Βɺʮཪஂʯͷଆʹண͚Δɻ

˔ʮ໘ʯ剣道ͳ͗ͳͨͷͷʹൺͯɺͷલਨΕ͕ଠ͘ɺ૬

खͷ銃͕ʹೖΒͳ͍Α͏ʹͳ͍ͬͯΔɻ

˔ʮখखʯࠨखʹɺʮࢦାʯӈखʹண͚Δɻ

˔銃剣道ɺ൘ͷؒͷ道ମҭؗͳͲͷࢪઃʹ͓͍ͯɺདͰ͏ߦɻ
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単元構造図（第１学年）5時間の場合
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共通メニュー（整理運動、振り返り、次回課題等）

共通メニュー（整理運動、振り返り、次回課題等）

武ज़用具のมભ
銃剣道のྺ࢙

銃剣道ͱ࢟
ྱ法

構え・直れ

銃の
方・扱い方ͪ࣋

銃のͪ࣋方

銃を用いͨ
構え・直れ

基本のަࠩの
直突

目ඪを突͘

ૹり足ͱ
合Θͤて

突͘

足さばき

ૹり足

։き足

าΈ足

単元構造図（第 2学年）5時間の場合
1 2 3 4 5

0

50

ԋ武判ఆ試合

右のଧͪ払い 銃剣道の形
五本目

応じ技
左のଧͪ払い突き

応じ技
右のଧͪ払い突き

左のଧͪ払い 銃剣道の形
六本目銃剣道の形

一・二本目

一年次の
復習

共通メニュー（準備運動、補強運動、今日の学習内容の確認）

基本のަࠩの
直突

ରのަࠩの
直突

指導計画２章
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銃剣道　　

単元構造図（第１学年）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0

50
【関心・意欲・態度】
①伝統的な行動の仕方をकΖうとしている。
②銃剣道にੵۃ的に取り組もうとしている。
③自ଞの健康安全についてཹ意しようとし
ている。
④自ଞਓのྑさを見つけようとしてい
る。

【技能】
①正しい構え、れができる。
②正しい突ができる。
③正しいରަࠩの突ができる。
④さきが正確でスムーズにできる。
ᶇٵݺを合Θͤて、正しい理合で形を行うこ
とができる。

【思考・判断】
①技をにけるためのϙΠϯτを見つけ
ている。
②ؒとڠ力し、自己のׂをՌたす方法を
Έつけている。

【知識・理解】
①銃剣道のྺ࢙ಛੑ、りཱͪについて言
ったり書き出したりしている。
②形の理合について言ったり書き出したり
している。

主
に
観
察
に
よ
る
評
価
部
分

主
に
学
習
ノ
ー
ト
等
に
よ
る
評
価
部
分

技　　  能

関心・意欲・態度

知識・理解

思考・判断

②

①

④

①

①

①

②

①

③

③ ③

②

③

②

ᶇ

②

④ ④

ᶇ

④

評価規準例

武ज़用具のมભ
銃剣道のྺ࢙ 構え・直れ

ରަࠩの
直突

銃剣道の形
一本目

銃剣道の形
二本目

ଞのの評価 評価試合 ԋ武判ఆ試合

銃の
・方ͪ࣋
扱い方

銃の
方ͪ࣋

突き方
突いͨ࢟

形の目的
心構え・ޮՌ

銃剣道の形一本目・二本目

共通メニュー（準備運動、補強運動、　　　　　　　　　素振り、今日の学習内容の確認）

共通メニュー（整理運動、　　　　　　　　　振り返り、次回課題等）

心

าΈ足
直突

目ඪを
突͘

ૹり足ͱ
合Θͤて

突͘

銃を用いͨ
構え・直れ

構え・直れ

銃剣道のྺ࢙
ಛ性りཱͪ

銃剣道の形評価

技のϙΠϯτ 評価

評価
評価

評価

評価

直突

形の理法

足さばき（ૹり足・าΈ足）

評価

評価

自のׂʹ応じͨྗڠの仕方 評価

ରަࠩの直突

伝統的な行動の仕方を守る態度

銃剣道ʹੵۃ的ʹ取りΉ態度

自ଞの健康安全のྀ 自ଞの健康安全のྀ

評価

評価

足さばき・
ૹり足ྱ　法

⎫
⎬
⎭
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単元構造図（第１学年）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0

50
【関心・意欲・態度】
①伝統的な行動の仕方をकΖうとしている。
②銃剣道にੵۃ的に取り組もうとしている。
③自ଞの健康安全についてཹ意しようとし
ている。
④自ଞਓのྑさを見つけようとしてい
る。

【技能】
①正しい構え、れができる。
②正しい突ができる。
③正しいରަࠩの突ができる。
④さきが正確でスムーズにできる。
ᶇٵݺを合Θͤて、正しい理合で形を行うこ
とができる。

【思考・判断】
①技をにけるためのϙΠϯτを見つけ
ている。
②ؒとڠ力し、自己のׂをՌたす方法を
Έつけている。

【知識・理解】
①銃剣道のྺ࢙ಛੑ、りཱͪについて言
ったり書き出したりしている。
②形の理合について言ったり書き出したり
している。

主
に
観
察
に
よ
る
評
価
部
分

主
に
学
習
ノ
ー
ト
等
に
よ
る
評
価
部
分

技　　  能

関心・意欲・態度

知識・理解

思考・判断

②

①

④

①

①

①

②

①

③

③ ③

②

③

②

ᶇ

②

④ ④

ᶇ

④

評価規準例

武ज़用具のมભ
銃剣道のྺ࢙ 構え・直れ

ରަࠩの
直突

銃剣道の形
一本目

銃剣道の形
二本目

ଞのの評価 評価試合 ԋ武判ఆ試合

銃の
・方ͪ࣋
扱い方

銃の
方ͪ࣋

突き方
突いͨ࢟

形の目的
心構え・ޮՌ

銃剣道の形一本目・二本目

共通メニュー（準備運動、補強運動、　　　　　　　　　素振り、今日の学習内容の確認）

共通メニュー（整理運動、　　　　　　　　　振り返り、次回課題等）

心

าΈ足
直突

目ඪを
突͘

ૹり足ͱ
合Θͤて

突͘

銃を用いͨ
構え・直れ

構え・直れ

銃剣道のྺ࢙
ಛ性りཱͪ

銃剣道の形評価

技のϙΠϯτ 評価

評価
評価

評価

評価

直突

形の理法

足さばき（ૹり足・าΈ足）

評価

評価

自のׂʹ応じͨྗڠの仕方 評価

ରަࠩの直突

伝統的な行動の仕方を守る態度

銃剣道ʹੵۃ的ʹ取りΉ態度

自ଞの健康安全のྀ 自ଞの健康安全のྀ

評価

評価

足さばき・
ૹり足ྱ　法

⎫
⎬
⎭
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銃剣道　　

単元構造図（第２学年）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0

50
【関心・意欲・態度】
①伝統的な行動の仕方をकΖうとしている。
②銃剣道にੵۃ的に取り組もうとしている。
③自ଞの健康安全についてཹ意しようとし
ている。

④自ଞਓのྑさを見つけようとしてい
る。

【技能】
①正確なଧͪいができる。
②正しいい突きができる。
③互いにٵݺを合Θͤて形を行うことがで
きる。

【思考・判断】
①技をにけるためのϙΠϯτを見つけ
ている。
②自己の՝に応じた࿅習方法を選んでい
る。

【知識・理解】
①技を出すػձについて言ったり書き出し
たりしている。

②形の理合について言ったり書き出したり
している。

主
に
観
察
に
よ
る
評
価
部
分

主
に
学
習
ノ
ー
ト
等
に
よ
る
評
価
部
分

①②

①

①

②

①

①

②

②

①

④

②

④

②

①

②

③④ ③④

③

①

評価規準例

銃剣道の技
技を出す機会

応じ技
左の払い突き

銃剣道の形
五本目

銃剣道の形
六本目

応じ技
右の払い突き

左の
ଧͪ払い

ଞのの
ԋ武評価

άルーϓ͝ͱの
ԋ武評価

ԋ武判ఆ評価

共通メニュー（準備運動、補強運動、　　　　　　　　　素振り、今日の学習内容の確認）

共通メニュー（整理運動、　　　　　　　　　振り返り、次回課題等）

銃剣道の形

五・六本目

一年時の復習

直突
（基本のަࠩ・
　ରަࠩ）

銃剣道の形
一・二本目

右の払い突き

ଧͪ払い

技を出す機会

銃剣道の形評価

評価

技の໊শͱ技のϙΠϯτ 評価

評価

評価

評価

評価

左の払い突き

形の理合

評価

自ݾの課題ʹ応じͨ࿅習方法

評価

伝統的な行動の仕方を守る態度

銃剣道ʹੵۃ的ʹ取りΉ態度

自ଞの健康安全のྀ 自ଞのྑさを認める態度

評価

評価

右のଧͪ払い

⎫
⎬
⎭

技　　  能

関心・意欲・態度

知識・理解

思考・判断
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単元構造図（第２学年）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0

50
【関心・意欲・態度】
①伝統的な行動の仕方をकΖうとしている。
②銃剣道にੵۃ的に取り組もうとしている。
③自ଞの健康安全についてཹ意しようとし
ている。
④自ଞਓのྑさを見つけようとしてい
る。

【技能】
①正確なଧͪいができる。
②正しいい突きができる。
③互いにٵݺを合Θͤて形を行うことがで
きる。

【思考・判断】
①技をにけるためのϙΠϯτを見つけ
ている。
②自己の՝に応じた࿅習方法を選んでい
る。

【知識・理解】
①技を出すػձについて言ったり書き出し
たりしている。
②形の理合について言ったり書き出したり
している。

主
に
観
察
に
よ
る
評
価
部
分

主
に
学
習
ノ
ー
ト
等
に
よ
る
評
価
部
分

①②

①

①

②

①

①

②

②

①

④

②

④

②

①

②

③④ ③④

③

①

評価規準例

銃剣道の技
技を出す機会

応じ技
左の払い突き

銃剣道の形
五本目

銃剣道の形
六本目

応じ技
右の払い突き

左の
ଧͪ払い

ଞのの
ԋ武評価

άルーϓ͝ͱの
ԋ武評価

ԋ武判ఆ評価

共通メニュー（準備運動、補強運動、　　　　　　　　　素振り、今日の学習内容の確認）

共通メニュー（整理運動、　　　　　　　　　振り返り、次回課題等）

銃剣道の形

五・六本目

一年時の復習

直突
（基本のަࠩ・
　ରަࠩ）

銃剣道の形
一・二本目

右の払い突き

ଧͪ払い

技を出す機会

銃剣道の形評価

評価

技の໊শͱ技のϙΠϯτ 評価

評価

評価

評価

評価

左の払い突き

形の理合

評価

自ݾの課題ʹ応じͨ࿅習方法

評価

伝統的な行動の仕方を守る態度

銃剣道ʹੵۃ的ʹ取りΉ態度

自ଞの健康安全のྀ 自ଞのྑさを認める態度

評価

評価

右のଧͪ払い

⎫
⎬
⎭

技　　  能

関心・意欲・態度

知識・理解

思考・判断
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銃剣道　　

単元構造図（第３学年）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0

50
【関心・意欲・態度】
①相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を大切
にしようとしている。

②銃剣道に自主的に取り組もうとしている。
③健康安全を確保している。
④互いに教え合おうとしている。

【技能】
①正しく突き流しができる。
②相手の構えを崩し、しかけたり応じたりす
るなどの攻防を展開するための相手の動
きの変化に応じた基本動作から基本とな
る技、得意技のいずれかができる。

③姿勢を崩さずスムーズに連続突きができる。

【思考・判断】
①自己の技能・体力に応じた得意技を見つ
けている。

②学習した攻防の仕方から、自己に適した攻
防の仕方を選んでいる。

【知識・理解】
①武道の伝統的な考え方について理解した
ことを言ったり書き出したりしている。

②試合の行い方について学習した具体例を
挙げている。

③運動観察の方法について理解したことを
言ったり書き出したりしている。

④形の理合について言ったり書き出したりしている。

主
に
観
察
に
よ
る
評
価
部
分

主
に
学
習
ノ
ー
ト
等
に
よ
る
評
価
部
分

①

① ①

① ①

④

①

④

①

④

④

②③

③

③

③

③ ②

③ ③ ②

①

②

②

評価規準例

下突・
下突突き流し

右の払い技
（応じ・攻め）

左の払い技
（応じ・攻め）

面の着け方
説明

連続突き

・基本的な
　第１試合
　稽古
　直突→
　脱突→
　直突→
　下突→
　直突→
　突き流し

直突・脱突

直突・
直突突き流し

用具の説明
取扱い

着装指導

構え・直れ
足さばき

直突

脱突・
脱突突き流し

体験試合

試合の
ルール・
審判法

第３試合
稽古

共通メニュー（準備運動、補強運動、　　　　　　　　　素振り、今日の学習内容の確認）

共通メニュー（整理運動、　　　　　　　　　振り返り、次回課題等）

面を着用しての基本技用具を着用しての基本技

二年時の復習

銃剣道の形
一・二本目

銃剣道の形
五・六本目

正しい突き流し

武道の伝統的な考え方

健康安全の確保

技を出す機会

運動観察の方法

スムーズな連続突き評価

得意技

伝統的な行動の
仕方を守る態度

評価

評価

評価

試合の行い方

自主性

攻防の仕方

攻防・得意技

評価

評価

評価

評価

評価

評価

評価

評価

技　　  能

関心・意欲・態度

知識・理解

思考・判断
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単元構造図（第３学年）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0

50
【関心・意欲・態度】
①相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を大切
にしようとしている。
②銃剣道に自主的に取り組もうとしている。
③健康安全を確保している。
④互いに教え合おうとしている。

【技能】
①正しく突き流しができる。
②相手の構えを崩し、しかけたり応じたりす
るなどの攻防を展開するための相手の動
きの変化に応じた基本動作から基本とな
る技、得意技のいずれかができる。
③姿勢を崩さずスムーズに連続突きができる。

【思考・判断】
①自己の技能・体力に応じた得意技を見つ
けている。
②学習した攻防の仕方から、自己に適した攻
防の仕方を選んでいる。

【知識・理解】
①武道の伝統的な考え方について理解した
ことを言ったり書き出したりしている。
②試合の行い方について学習した具体例を
挙げている。
③運動観察の方法について理解したことを
言ったり書き出したりしている。
④形の理合について言ったり書き出したりしている。

主
に
観
察
に
よ
る
評
価
部
分

主
に
学
習
ノ
ー
ト
等
に
よ
る
評
価
部
分

①

① ①

① ①

④

①

④

①

④

④

②③

③

③

③

③ ②

③ ③ ②

①

②

②

評価規準例

下突・
下突突き流し

右の払い技
（応じ・攻め）

左の払い技
（応じ・攻め）

面の着け方
説明

連続突き

・基本的な
　第１試合
　稽古
　直突→
　脱突→
　直突→
　下突→
　直突→
　突き流し

直突・脱突

直突・
直突突き流し

用具の説明
取扱い

着装指導

構え・直れ
足さばき

直突

脱突・
脱突突き流し

体験試合

試合の
ルール・
審判法

第３試合
稽古

共通メニュー（準備運動、補強運動、　　　　　　　　　素振り、今日の学習内容の確認）

共通メニュー（整理運動、　　　　　　　　　振り返り、次回課題等）

面を着用しての基本技用具を着用しての基本技

二年時の復習

銃剣道の形
一・二本目

銃剣道の形
五・六本目

正しい突き流し

武道の伝統的な考え方

健康安全の確保

技を出す機会

運動観察の方法

スムーズな連続突き評価

得意技

伝統的な行動の
仕方を守る態度

評価

評価

評価

試合の行い方

自主性

攻防の仕方

攻防・得意技

評価

評価

評価

評価

評価

評価

評価

評価

技　　  能

関心・意欲・態度

知識・理解

思考・判断
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銃剣道　　

正
面
か
ら

横
か
ら

木
銃
を
持
っ
た
状
態

࢟Λ͚ͭͷؾ⁞ කࠨΖʹҾ͍ͯɺޙකΛࠨ 
Λচʹ͚ͭΔɻ͜ͷͱ͖ɺ
ͷͭ·ઌཱ͓ͯͯ͘ɻࠨ

　銃Λ͍ͯͬ࣋Δ߹ɺ
銃Λཱͯͨ··ɺࠨකΛ
Ҿ͍ͯচʹ͚ͭΔɻ

ӈකΛޙΖʹҾ͍ͯɺࠨක
ͱଗ͚͑ͯͭΔɻ͜ͷͱ͖
྆ͷͭ·ઌཱ͓ͯͯ͘ɻ
　銃Λͭ࣋߹ɺӈකΛ
Ҿ͘ͱಉ࣌ʹ銃Λԣʹ
͢ɻ

खΛ྆ʹ࣌ΛԼΖ͠ɺಉࠊ
ͷ͚ࠜͷ͋ͨΓʹࢦઌ
͕ଆʹ͘Α͏ʹஔ͘ɻ
͜ͷͱ͖ɺගΛԣʹுΓ͢
͗ͳ͍ɻ
　銃Λͯͬ࣋ਖ਼࠱Λ͢Δ
߹ɺࠊΛԼΖ͢ͱಉ࣌ʹɺ
銃ͷઌΛක͔Β ��ᶲ
ग़ͯ͠ɺ銃ͷಥ͕ى֎ʹ
ʹΑ͏ʹɺӈԣʹ੩͔͘
ஔ͘ɻ

１ 礼　　法

銃剣道は、坐礼と立礼があり、坐礼は正坐をして行う。

正坐の仕方は、座るときは左足から、立つときは右足から行う。

（1）　正坐の仕方

ポイント

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

指導の実際３章
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ӈකΛલʹग़͢ͱಉ࣌ʹ銃ΛཱͯΔɻ ͦͷ··্ཱ͕ͪΓɺؾΛ͚ͭͷ࢟ɻ ಄ͱഎத͕ઢʹͳΔΑ͏ʹ �� લʹ
͢ɻ಄ΛԼ͛ͨΓɺഎதΛؙΊͳ͍Α
͏ʹҙ͢Δɻ

（2）　正坐からの立ち方・立礼

⁞ਖ਼࠱ͷ࢟  銃Λखʹ͢Δɻ ྆කΛཱͯͯࠊΛ্͛Δͱಉ࣌ʹɺ銃
Λ্͛ͪ࣋ɺ྆ͷࢦΛཱͯΔɻ

̏ষ　ࢦಋͷ࣮ࡍ

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡
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銃剣道　　

（3）　坐　礼

⁞ਖ਼࠱ͷ࢟  എےΛ৳ͨ͠··ମΛલʹ͠ɺࠨखΛલʹग़ͯ͠চʹண͚
Δʢ͜ͷͱ͖ࢦଆΛ͍͍ͯΔʣɻ

 ͷࠨखͱಉ༷ʹӈखΛલʹग़ͯ͠চʹண͚Δʢ͜ͷͱ͖྆ख
͕ϋͷࣈʹͳ͍ͬͯΔʣɻ

ͷϋͷإʹࣈΛ͚ͭΔͭΓͰମΛ͠ɺ಄ͱഎத͕ઢʹ
ͳΔΑ͏ʹ͢Δɻ͜ͷͱ͖ɺ಄͕Լ͕ͬͨΓɺഎதؙ͕·Βͳ
͍Α͏ʹҙ͢Δɻ

➡ ➡

➡➡

➡ ➡

➡➡
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̏ষ　ࢦಋͷ࣮ࡍ
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銃剣道　　

２ 構え・直れ

構え・直れは２挙動で行うので、できるようになるまでは❶と❷の動作で「１」・「２」と

号礼に合わせたり、声を出させて行う方が良い。

（1）　直れの姿勢から構え

直れの姿勢　

ͰɺӈखͰ銃Λཱ࢟Λ͚ͭͷؾ　
Λ·͙ͬ͢ʹ৳ࢦखࠨɺͪ࣋ͯͯ
ͯ͠ɺࠨଠͷ֎ଆʹண͚Δ

動作⁞

　ʮ͑ߏʯͷ߸ྱͰࠨΛาલʹग़͠ɺӈ
ͷઌΛ֎ଆʹ͚Δͱಉ࣌ʹɺӈखΛલʹ
ग़͠ͳ͕Β銃Λ͢ɻ
　銃ͷઌ͕ࣗͷڳͷ͞ߴ·ͰΕͨͱ͜
ΖͰɺࠨखΛӈखͷલʹग़ͯ྆͠खͰѲΔɻ
͜ͷͱ͖ɺ͔྆ͬ͠Γͱ৳͠ɺ銃ͷ
͢ʹͷҐஔʹ͘ΔΑ͏ࠎࠊ͕ىΖʹ͋Δಥޙ
Δɻ

動作 

　ӈखΛѲ͍ͬͯΔҐஔ͔Β銃ͷޙΖʹ͋
Δಥى·Ͱɺ銃ʹԊͬͯΒͤͳ͕Βɺӈ
ʹͳΓɺ৳࢟͠ͱͱʹҾ͍ͯͷݞ
Λ؇ΊΔɻࠨ͍ͨͯ

ポイント

構えの姿勢 動作⁞

　ʮΕʯͷ߸ྱͰɺӈखΛѲ͍ͬͯΔҐ
ஔ͔Βɺ銃ʹԊͬͯΒͤͳ͕Βલʹग़
͠ɺࠨखʹͨΔͱಉ࣌ʹ྆Λ৳͢ɻ
　͜ͷͱ͖ɺͷ͔࢟Βਖ਼໘ʹମ
͍͍ͯΔɻ

動作 

　ӈΛલʹग़͠ͳ͕ΒɺࠨखΛ銃͔Β
͠ɺӈखͰ銃Λཱͯͯɺମͷӈԣʹͬ࣋
ͯ͘Δͱಉ࣌ʹɺࠨӈͷΛԼΖͯ͠Ε
ͷ࢟ʹΔɻ

➡

➡

➡

➡

（2）　構えから直れの姿勢
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̏ষ　ࢦಋͷ࣮ࡍ

構えと直れの留意点

Δɻ͚ʹɺ·͙ͬ͢લࠨ

ਓࠩ͠ࢦͱதࢦͰಥىΛڬΜͰѲΓɺӈखͷࢦͷ
৮ΕΔΑ͏ʹѲΔɻʹࠎࠊ͕͚ࠜ

ʲӈखͷѲΓҐஔʳ

֎ଆʹ �� ͚ͯɺ্͔Βͯݟӈखͷͯ͑ݟ͕ߕ
͍ͳ͚ΕͳΒͳ͍ɻ

ʲ銃ΛѲΔ֯ʳ

͕ࣈͰʮ7ʯͷࢦͱਓࠩ͠ࢦɺͯݟखɺ্͔Βࠨ
Ͱ͖ΔΑ͏ʹɺ্͔ΒཛΛͭ࣋ఔʹܰ͘ѲΔɻ

ʲࠨखͷѲΓҐஔʳ

ʲԣ͔Β͑ߏͨݟͷͱ͖ͷͷ͖ʳʲਖ਼໘͔Β͑ߏͨݟͷͱ͖ͷͷ͖ʳ

ӈɺਅԣ͔Βଆʹ͚Δɻ

15°
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銃剣道　　

３ 銃剣道の足さばき

銃剣道での足さばきは、すべてすり足で行う。

すり足はつま先に重心を置いて、膝を緩くして行うのが効果的である。

（1）　送り足（前進）

（2）　送り足（後退）

 ͭ·ઌΛ্͛ͣʹɺ͔͔ͱΛগ͠ු͔
ͤͯɺࠨΛ ��ᶲલʹग़͢ɻ

ɺচ͔Βͭ·ઌΛ͞ޙΊͨࢭΛࠨ
ͣʹɺӈΛલਐͤ͞Δɻ

ͷ͑ߏ⁞

➡➡

➡

➡

➡➡

 ⁞ͷ͑ߏͷͷ෯ͱಉ͡෯·Ͱɺ
ӈΛҾ͖͚Δɻ

ͷ͑ߏ⁞  ͭ·ઌΛ্͛ͣʹɺ͔͔ͱΛগ͠ු͔
ͤͯɺӈΛ ��ᶲޙΖʹԼ͛Δɻ

 ⁞ͷ͑ߏͷͷ෯ͱಉ͡෯·Ͱɺ
ΛҾ͖͚Δɻࠨ

ӈΛࢭΊͨޙɺচ͔Βͭ·ઌΛ͞
ͣʹɺࠨΛޙΖʹԼ͛Δɻ

ポイント

指導上の留意点

　ૹΓɺඞͣҠಈ͢Δํ

ʹ͍͔ۙΒಈ͔͢ɻ

લਐʜʜʜࠨ͔Β

ୀʜʜʜӈ͔Βޙ

ӈҠಈʜʜӈ͔Β

͔ΒࠨҠಈʜʜࠨ
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（3）　開き足（右）

（4）　開き足（左）

̏ষ　ࢦಋͷ࣮ࡍ

 ͭ·ઌΛ্͛ͣʹɺ͔͔ͱΛগ͠ු͔
ͤͯɺӈΛ ��ᶲӈࣼΊલʹग़͢ɻ

 ⁞ͷͷ෯ͰࠨΛࢭΊɺ⁞ͷਖ਼໘
͔ΒࣼࠨΊΛ͍͍ͯΔঢ়ଶʹͳΔɻ

⁞ਖ਼໘Λ͑ߏ͍ͨͷ

➡ ➡

➡

➡

➡ ➡

ӈΛࢭΊͨޙɺ͙͢ʹࠨΛࣼΊࠨ
Λม͑ͳ͕ΒɺҾ͖͚ͭΔɻ͖ʹ

ͷ͑ߏ⁞ ͳ͕Βɺ͚ʹͷͭ·ઌΛӈࣼΊࠨ 
 ��ᶲӈࣼΊલʹग़͢ɻ

ɺ͙͢ʹӈΛࣼΊӈޙΊͨࢭΛࠨ
Λม͑ͳ͕ΒɺҾ͖͚ͭΔɻ͖ʹ

 ⁞ͷͷ෯ͰࠨΛࢭΊɺ⁞ͷਖ਼໘
͔ΒӈࣼΊΛ͍͍ͯΔঢ়ଶʹͳΔɻ

指導上の留意点

　։͖ɺӈଆʹಈ͘

ͷΛʮ։͖　ӈʯɺ

ଆʹಈ͘ͷΛʮ։͖ࠨ

　ࠨʯͱݺͿɻ
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４ 足さばき総合

❶～❽までの動きを、１から８まで声を出させて動きを確認させる。

グループに分けて、複数人数で声や動作を合わせてみる。

❶送り足「前」

❷送り足「後」

❸送り足「右」

❹送り足「左」

ポイント
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̏ষ　ࢦಋͷ࣮ࡍ

˔͖͞ͷ૯߹࿅शͰɺ͕ۂ͕ࠊΔͳͲ্ͷ่͕࢟Εͳ͍Α͏ʹߦ
ΘͤΔɻ

˔͖͞Λࡍ͏ߦʹɺͨ͑ߏ銃্͕Լࠨӈʹಈ͔ͳ͍Α͏ʹɺ͔ͬ͠Γͱ
ΛอͨͤΔɻ͑ߏ

指導上の留意点

❺開き足「右」 ❻開き足「左」（正面を向く）

❼開き足「左」 ❽開き足「右」（正面を向く）

➡

➡

❶ ❶

❷ ❷

❶ ❶❷ ❷

❶ ❶

❷ ❷

❶ ❶❷ ❷
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５ 銃剣道の突き方

銃剣道の突きは、一気に突き出し、手足の動きが一致しなければならない。

指導する際は、手の動きと足の動きを分けて練習させた方が効果的である。

（1）　構えの姿勢から突いた姿勢

　　構えの姿勢

ΊΔɻ࢝Λচ͔Βු͔ͤͳ͕Βɺલʹग़͠ࠨ

Λচ͔Βු͔ͤͨ··ɺલʹग़͢ɻࠨ

ӈखΛલʹग़࢝͠ΊɺࠨΛ৳࢝͠ΊΔɻ

ӈखΛࢫࠨͷԼʹ͔ͯͬɺલʹग़͢ͱಉ࣌ʹɺ
લʹ৳͍ͯ͘͠ɻࠨ

ポイント

❶

❷

❸
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̏ষ　ࢦಋͷ࣮ࡍ

ӈखΛڳࠨͷԼ·Ͱલʹग़͠ɺࠨखΛڳࠨͷ͞ߴʹͯ͠ɺ
લʹ৳͢ɻࠨ

ӈख͔ͬ͠ΓڳࠨͷԼʹ͚ͭɺࠨΛ͔ͬ͠Γ৳͢ɻ

❺ͷঢ়ଶΛอͪɺ྆खΛܰ͘ѲΓ͠Ίɺ͔ͬ͠ΓഎےΛ৳
͠ɺ銃͕·͙ͬ͢ʹͳΔΑ͏ʹྗ·ͣʹಥ͖ग़͢ɻ

ӈͰচΛऽͬͯɺମΛલʹग़͠ɺࠨΛ౿Έࠐ
Ήɻ

කʹମॏΛ͔͚ɺ͔͢͞ࠨΜͩΒɺࠐΛ౿Έࠨ
ͣӈΛচ͔ΒΘ͔ͣʹු͔ͤͳ͕Βɺૉૣ͘Ҿ
͖͚ͭΔɻ

ͷ͑ߏකʹମॏ͕͔͔ͬͨঢ়ଶΛอͪɺӈΛࠨ
෯·ͰҾ͖͚ͭͯɺΘ͔ͣʹ৳͢ɻ

ಥ͘ࡍͷɺૹΓͰΑ͍ɻ

指導上の留意点

❹

❺

❻
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（2）　突いた姿勢から引き抜いて構えの姿勢へ戻る

（3）　手ぬぐいやタオルを使っての練習

ͷͰɺӈखͰ銃ΛҾͬ͘ʹखͰҾ͖ൈ͘ͱҾ͘ͱ͖ʹ銃ͷઌ্͕ࠨ˔
ͺΔΑ͏ʹҙࣝͤ͞ɺ銃ͷ࠷͕͞ߴॳʹͨ͑ߏͱ͖ͱಉ͡͞ߴʹΔΑ͏
ʹ͢Δɻ

˔྆खɺಥ͘ͱ͖ʹग़ͨ͠ي道ͱಉ͡ͱ͜ΖΛ௨ͬͯ͢Α͏ʹͤ͞Δɻ

指導上の留意点

　߸ྱΛ͔͚ͳ͕Βɺʮ̍ʯͰಥ͍ͨ࢟ɺʮ̎ʯͰҾ͖ൈ͍ͯ͑ߏʹΔ͜ͱ
Λ܁Γฦ͠ɺಥ͖ํɺҾ͖ൈ͖ํΛ֮͑ͤ͞Δɻ

指導上の留意点

➡ ➡ ➡

ಥ͍͔ͨ࢟Βࠨකʹֻ͚ͨମॏΛ྆ක
ʹ͠ͳ͕ΒɺࠨखΛҾͬுΔΑ͏ʹɺ
ӈखΛҾ͘ɻ

ӈखΛӈࠎࠊʹͯ͠ɺ͑ߏͷ
ʹΔɻ࢟

➡ ➡

構えの姿勢

❶突いた姿勢

号令❶「突く」

❷引き抜き

号令❷「引き抜き」

❸構えの姿勢に戻る

構えの姿勢に戻る
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６ 目標物を突いてみる

「突く」という感覚を得るために、新聞紙やボールなどを突くが、突こうとしすぎて姿勢

を崩すことがないように指導する。

（1）　目標物を突いてみる

❶開いた新聞紙を突いてみる
3 人 1組で 2人が開いた新聞紙の両端を持って、真ん中を突いてみる。

❷丸めた新聞紙を突いてみる
2 人組で向かい合い、1人が前方から軽く投げる丸めた新聞紙を突いてみる。突けるところまで丸めた新

聞紙が届く距離で行う。

❸ボールを突いてみる
　2人組で向かい合い、1人が前方から軽く投げるボールを突いてみる。突けるところまでボールが届く距

離で行う。

̏ষ　ࢦಋͷ࣮ࡍ

ポイント

➡ ➡

➡

➡
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７ 相手と向かい合って突いてみる

技の練習では、元立ちと習技者という役割を決めて行わせる。

「元立ち」（もとだち）……突かせる方。　「習技者」（しゅうぎしゃ）……突く方。

（1）　基本の交差での直突 ʢന � ɺཱࠠͪݩ � शٕऀʣ

❶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　❷

❸

❹

❺

ポイント

˔शٕऀ͕ಥ͍͖ͯͨΒɺ銃͕ମʹͨΒͳ͍ڑ

·ͰɺཱͪݩΛԼ͕ΒͤΔɻ

˔ෳճ܁Γฦͯ͠ಉٕ͡Λशٕऀʹಥ͔ͤΔͱ͖

ɺ̎ճҎ߱ͷཱͪݩͷ߸ྩΛʮಉ͡ʂʯ　ͱ͔

͚ͤͯ͞ྑ͍ɻ

ʢྫɿ̍ճʮಥ͚ʯɺ̎ճҎ߱ʮಉ͡ʯʣ

指導のポイント

➡

ྩ߸ʯͷ͑ߏͷʮཱͪݩ
ͱಈ͖ʹ߹Θͤͯ͑ߏ
Δɻ

ʮ͑ߏʯͷ߸ྩΛ͔͚ͯɺ
Δɻ͑ߏ

元立ち習技者

ͷ··ɺಈ͔࢟ͷ͑ߏ
ͳ͍ɻ

剣ઌ͕ɺΘ͔ͣʹΕΔ
ʹͳΔͱ͜Ζ·Ͱɺڑ
ૹΓͰ̎าલਐ͢Δɻ

元立ち習技者

शٕऀɺ͑ߏͷ͔࢟
ΒཱͪݩͷڳࠨͷํΛ
ಥ͘ɻ

ʮಥ͚ʂʯͷ߸ྱΛ͔͚
ͯɺࠨʹ銃Λ։͘ɻ
शٕऀ͕ಥ͍͖ͯͨΒɺ
̍าޙΖʹԼ͕Δɻ

元立ち習技者

→

→ →

銃ΛҾ͖ൈ͖ɺ͑ߏʹ
Δ

剣ઌ͕ɺΘ͔ͣʹΕΔ
·ͰૹΓͰ̎าԼڑ
͕Δɻ

元立ち習技者

 �า

Λ͢Δྱཱʹ͍ޓ

ཱݩɺͯݟຊͷަ͔ࠩΒͷಥɺशٕऀ͔Βج
ͪͷ銃͕शٕऀͷಥ͍ͨ銃ͷӈଆʹ͋Δঢ়ଶ
ͱͳΔɻ

指導上の留意点

→→
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̏ষ　ࢦಋͷ࣮ࡍ

（2）　反対の交差での直突 ʢന � ɺཱࠠͪݩ � शٕऀʣ

शٕऀɺ͑ߏͷ͔࢟
ΒཱͪݩͷڳࠨͷํΛ
ಥ͘ɻ

ʮಥ͚ʂʯͷ߸ྱΛ͔͚
ͯɺӈʹ銃Λ։͘ɻ
शٕऀ͕ಥ͍͖ͯͨΒɺ
̍าޙΖʹԼ͕Δɻ

元立ち習技者

ରͷަ͔ࠩΒͷಥɺशٕऀ͔Βͯݟɺཱݩ
ͪͷ銃͕शٕऀͷಥ͍ͨ銃ͷࠨଆʹ͋Δঢ়ଶ
ͱͳΔɻ

指導上の留意点

➡

➡
Δɻ͑ߏʯͷ߸ྩͱಈ͖ʹ߹Θͤͯ͑ߏͷʮཱͪݩ ʮ͑ߏʯͷ߸ྩΛ͔͚ͯɺ͑ߏΔɻ

元立ち習技者

ͷ··ɺಈ͔࢟ͷ͑ߏ
ͳ͍ɻ

剣ઌ͕ɺΘ͔ͣʹΕΔ
ʹͳΔͱ͜Ζ·Ͱૹڑ
ΓͰ̎าલਐ͢Δɻ

元立ち習技者

銃ΛҾ͖ൈ͖ɺ͑ߏʹ
Δɻ

剣ઌ͕ɺΘ͔ͣʹΕΔ
·ͰૹΓͰ̎าԼڑ
͕Δɻ

元立ち習技者

 �า

Λ͢Δྱཱʹ͍ޓ

← ←

→→

❶

❷

❸

❹
❺

→
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銃剣道　　

１ 形の目的

　銃剣道の形は、一定の形式と順序によって、礼法、構え、足さばき、気合、呼吸、突く

機会、残心、技の攻防などを習得するように組み立てられている。形を練習することによ

り、正しい姿勢や突き方を身体で覚えるとともに、相手との間合や突く時機、技を出した

後の残心などを理解することを目的としている。

２ 銃剣道の形　一本目

ଧํͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺྱΛ͢Δɻ ͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺྱΛ͢Δɻํ

打方仕方

ଧํͷ͑ߏͷಈ͖ʹ߹Θͤͯ͑ߏΔɻ Δɻ͑ߏ

打方仕方

ポイント

ʢന � ɺࠠํ � ଧํʣ

銃剣道の形４章

指導のポイント

ΘͤΔɻߦͱ͍͏ׂΛܾΊͯํଧํͱܗ

・「打方」（うちかた）……突かせる方　・「仕方」（しかた）……突く方

 �� า

ʹ͍ޓ �� าͷڑͰ͍͔߹͏ɻ

❶

❷

❸
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̐ষ　銃剣道ͷܗ

→ ←

号令 :「2」

ଧํͷ̎ͷ߸ྩͱಈ͖ʹ
߹ΘͤͯɺӈΛࠨΑ
Γલʹग़͢ɻ͜ͷͱ͖ɺ
ަ͍ࠩͯ͠Δɻ

ӈΛࠨΑΓલʹग़
͢ɻ͜ͷͱ͖ɺަࠩ
͢Δɻ
˞�ʮ̎ʯͷ߸ྩΛֻ͚ͳ
͕Β͏ߦɻ

打方仕方

号令 :「3」

ଧํͷ̏ͷ߸ྩͱಈ͖ʹ
߹ΘͤͯɺࠨΛӈΑ
Γલʹग़ͯ͠ɺ͑ߏͷ
ʹͳΔɻ

ΛӈΑΓલʹग़͠ࠨ
ͯɺ͑ߏͷʹ͢Δɻ
˞�ʮ̏ʯͷ߸ྩΛֻ͚ͳ
͕Β͏ߦɻ

打方仕方

˔าΈʜʜ͑ߏͷ͔Βɺา͘Α͏ʹલਐɾޙୀΛ͏ߦ͖͞ɻ
　　　　　　ͭ·ઌΛচ͔Βͣ͞ɺ͢ΓͰ͏ߦɻ

　　̡ લ　ਐʳ

　　̡ ୀʳ　ޙ

指導のポイント

➡

➡

➡

➡

❷

❷

❸

❸

指導上の留意点

͜ͷͱ͖྆ऀͷ銃ɺΘ͔ͣʹΕ͍ͯΔڑʹͳΔɻ

ଧํͷಈ͖ʹ߹ΘͤͯɺࠨΛҰาલʹग़͢ɻ ΛҰาલʹग़͢ɻࠨ
˞ʮ̍ʯͷ߸ྩΛֻ͚ͳ͕Β͏ߦɻ

打方仕方

→ ←

号令 :「1」

❶

❶

ࠨ˞
　ӈ

❹

❺ ❻
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銃剣道　　

➡

号令 :「4」発声 :「ヤーッ !  」

ଧํɺ͔ࣗΒࠨͯݟʹ
銃Λ։͘ɻ

͙ͬ͢···ɺͦͷํ
ಥ͘ɻ
ʢ͔ํΒͯݟɺଧํͷ
銃ӈଆʹ͋Δʣ

指導上の留意点

➡

発声 :「残心 !  」

←

ଧํͷʮ̐ʯͷ߸ྩͰ
銃͕։͍ͨͷΛͯݟɺ
ʮϠʔοʯͱΛग़ͯ͠
ಥ͘ɻ
˞ʮ̐ʯͷ߸ྩ͕͋Δ·
Ͱಥ͔ͳ͍ɻ

銃ͷ͖Λ͔ࣗΒݟ
ͯӈʹಈ͔͢ɻ
˞ʮ̐ʯͷ߸ྩΛֻ͚ͳ
͕Β͏ߦɻ

打方仕方

ӈ͔Βେ͖͘ޙΖʹԼ
͕Γͳ͕Βɺ銃Λӈख
ͰҾ͖ൈ͘ɻ

銃Λ͚ͨʹࠨ··ಈ
͔ͳ͍ɻ

打方仕方

ʮ৺ʯͱΛग़͠ͳ͕
Βɺࠨ͔Βখ͘͞Ұา
લʹग़ͯɺ銃ͷઌΛΘ
͔ͣʹଧํͷࠨखʹ͚
Δɻ

銃Λ͚ͨʹࠨ··ಈ
͔ͳ͍ɻ

打方仕方

銃ΛҾ͖ൈ͍ͯɺ͑ߏ
ʹΔɻ

銃Λ͚ͨʹࠨ··ಈ
͔ͳ͍ɻ

打方仕方

৺ͱʜʜ˔

༉அͤͣɺ૬खͷܸʹޙ৺ͱɺಥ͍ͨ　

　ʹ͘͢ରԠͰ͖ΔΑ͏ͳ͑ߏʢମʣ

　͑ߏؾͷ͜ͱΛ͍͏ɻ

指導のポイント

→

→

❼

❽ ❾

10
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̐ষ　銃剣道ͷܗ

➡

←

　˞͜ͷঢ়ଶΛʮ͑ߏΛղ͘ʯͱ͍͏ɻ

ͷ銃͕Θ͔ͣʹ͍ޓ
ΕΔͱ͜Ζ·ͰԼ͕Γɺ
銃ͷ͖Λதԝʹ
͢ɻ

銃ͷ͖Λதԝʹ͚
Δɻ

打方仕方

ӈΛԼ͛ͯɺޙΖʹԼ
͕Γ࢝ΊΔɻ
߹ʹɺଧํͷಈ͖ํ
Θͤɺ྆ऀͷಈ͕࡞ଗ͏
Α͏ʹ͢Δɻ

ӈΛԼ͛ͯޙΖʹԼ͕
Γ࢝ΊΔɻ

打方仕方

→←
ӈΛԼ͛ͨޙɺࠨɺӈɺࠨɺӈͷॱʹɺาΈ
Ͱখ͘͞ޙΖʹ̑าԼ͕Δɻ
ɺଧํͷಈ͖ʹ߹Θͤɺ྆ํ ऀͷಈ͕࡞ଗ͏Α͏ʹ͢Δɻ

ӈΛԼ͛ͨޙɺࠨɺӈɺࠨɺӈͷॱʹɺาΈ
Ͱখ͘͞ޙΖʹ̑าԼ͕Δɻ

打方仕方

ଧํͷಈ͖ʹ߹Θͤͯӈ
खΛҾ্͖͛ɺࠨखΛԼ
͛ͯɺ૬खͷකͷ͞ߴ·
Ͱ銃ͷઌΛԼ͛Δɻ
͜ͷͱ͖ɺ銃ͷઌ
૬खͷӈකʹ͚Δɻ

ӈखΛҾ্͖͛ɺࠨखΛ
Լ͛ͯɺ૬खͷකͷ͞ߴ
·Ͱ銃ͷઌΛԼ͛
Δɻ͜ͷͱ͖ɺ銃ͷઌ
૬खͷӈකʹ͚
Δɻ

打方仕方

剣ઌΛʹ͍ޓঢ়ଶ͔Βɺ͓ͨͬ߹͑ߏ　

Լ͛Δ͜ͱͰɺʮ͜ͷঢ়ଶ͔Βܸ߈Λ

͠·ͤΜʢಥ͖·ͤΜʣʯͱ͍͏ҙࢤΛ

ද͢͜ͱΛ͍͏ɻ

構えを解くとは……

11

13

14

12

→←
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銃剣道　　

→
←

Լ͛ͨ銃Λ͑ߏͷ͞ߴ·Ͱ্͛Δɻ
ɺଧํͷಈ͖ʹ߹Θͤɺ྆ํ ऀͷಈ͕࡞ଗ Α͏͏ʹ͢Δɻ

Լ͛ͨ銃Λ͑ߏͷ͞ߴ·Ͱ্͛Δɻ

打方仕方

Δɻʹ͑ߏ Δɻʹ͑ߏ

打方仕方

ଧํͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺྱΛ͢Δɻ ͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺྱΛ͢Δɻํ

打方仕方

ଧํͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺΕΛ͢Δɻ ΕΛ͢Δɻ

打方仕方

15

16

17

18
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̐ষ　銃剣道ͷܗ

ϝϞ
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銃剣道　　

３ 銃剣道の形　二本目

　１本目と２本目を続けて行うときは、1本目が終了したときの礼と２本目を始めるとき

の礼は行わず、１本目の始まりと２本目の終わりに礼をする。
ポイント

ʢന � ɺࠠํ � ଧํʣ

 ��า

ʹ͍ޓ �� าͷڑͰ͍͔߹͏ɻ

❶

ଧํͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺྱΛ͢Δɻ ͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺྱΛ͢Δɻํ

打方仕方

ଧํͷಈ͖ʹ߹Θͤͯɺ͑ߏΔɻ Δɻ͑ߏ

打方仕方

❷

❸

ଧํͷಈ͖ʹ߹ΘͤͯɺࠨΛҰาલʹग़͢ɻ ΛҰาલʹग़͢ɻࠨ
˞ʮ̍ʯͷ߸ྩΛֻ͚ͳ͕Β͏ߦɻ

打方仕方

→ ←

号令 :「1」❹
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̐ষ　銃剣道ͷܗ

➡
← ←

突くときの木銃の動き

号令 :「4」発声 :「ヤーッ !  」

ଧํͷʮ̐ʯͷ߸ྩͰ
銃͕։͍ͨͷΛͯݟɺ
ʮϠʔοʯͱΛग़ͯ͠
ಥ͘ɻ
˞�ʮ̐ʯͷ߸ྩ͕͋Δ·
Ͱɺಥ͔ͳ͍ɻ

銃ͷ͖Λɺ͔ࣗΒ
ʹӈͯݟ ��ᶲఔಈ͔
͢ɻ
˞�ʮ̐ʯͷ߸ྩΛֻ͚ͳ
͕Β͏ߦɻ

打方仕方

ӈ͔Βେ͖͘ޙΖʹԼ
͕Γͳ͕Βɺ銃Λӈख
ͰҾ͖ൈ͘ɻ

銃Λӈʹ͚ͨ··ಈ
͔ͳ͍ɻ

打方仕方

銃ΛҾ͖ൈ͍ͯɺ͑ߏ
ʹΔɻ

銃Λӈʹ͚ͨ··ಈ
͔ͳ͍ɻ

打方仕方

❼

❽ ❾

ଧํͷ̎ͷ߸ྩͱಈ͖ʹ
߹ΘͤͯɺӈΛࠨΑ
Γલʹग़͢ɻ͜ͷͱ͖ɺ
ަ͍ࠩͯ͠Δɻ

ӈΛࠨΑΓલʹग़
͢ɻ͜ͷͱ͖ɺަࠩ
͢Δɻ
˞�ʮ̎ʯͷ߸ྩΛֻ͚ͳ
͕Β͏ߦɻ

打方仕方

❺ 号令 :「2」 号令 :「3」

ଧํͷ̏ͷ߸ྩͱಈ͖ʹ
߹ΘͤͯɺࠨΛӈΑ
Γલʹग़ͯ͠ɺ͑ߏͷ
ʹͳΔɻ

ΛӈΑΓલʹग़͠ࠨ
ͯɺ͑ߏͷʹ͢Δɻ
˞�ʮ̏ʯͷ߸ྩΛֻ͚ͳ
͕Β͏ߦɻ

打方仕方

❻

➡

→
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銃剣道　　

→
→

➡

残心のときの木銃の向き
発声 :「残心 !  」

　˞͜ͷঢ়ଶΛʮ͑ߏΛղ͘ʯͱ͍͏ɻ

ʮ৺ʯͱΛग़͠ͳ͕
Βɺࠨ͔Βখ͘͞ �า
લʹग़ͯɺ銃ͷઌΛɺ
Θ͔ͣʹଧํͷࠨखʹ
͚Δɻ

銃Λӈʹ͚ͨ··ಈ
͔ͳ͍ɻ

打方仕方

ͷ銃͕Θ͔ͣʹ͍ޓ
ΕΔͱ͜Ζ·ͰԼ͕Γɺ
銃ͷ͖Λதԝʹ
͢ɻ

銃ͷ͖Λதԝʹ͚
Δɻ

打方仕方

ଧํͷಈ͖ʹ߹Θͤͯɺ
ӈखΛҾ্͖͛ɺࠨखΛ
Լ͛ͯɺ૬खͷකͷ͞ߴ
·Ͱ銃ͷઌΛԼ͛
Δɻ͜ͷͱ͖ɺ銃ͷઌ
ɺ૬खͷӈකʹ͚
Δɻ

ӈखΛҾ্͖͛ɺࠨखΛ
Լ͛ͯɺ૬खͷකͷ͞ߴ
·Ͱ銃ͷઌΛԼ͛
Δɻ͜ͷͱ͖ɺ銃ͷઌ
ɺ૬खͷӈකʹ͚
Δɻ

打方仕方

11

13

14

12

10

→

→

←

←

ӈΛԼ͛ͯɺޙΖʹԼ͕Γ࢝ΊΔɻ
ɺଧํͷಈ͖ʹ߹Θͤɺ྆ํ ऀͷಈ͕࡞ଗ͏Α͏ʹ͢Δɻ

ӈΛԼ͛ͯޙΖʹԼ͕Γ࢝ΊΔɻ

ӈΛԼ͛ͨޙɺࠨɺӈɺࠨɺӈͷॱʹɺาΈ
Ͱখ͘͞ޙΖʹ̑าԼ͕Δɻ
ɺଧํͷಈ͖ʹ߹Θͤɺ྆ํ ऀͷಈ͕࡞ଗ͏Α͏ʹ͢Δɻ

ӈΛԼ͛ͨޙɺࠨɺӈɺࠨɺӈͷॱʹɺาΈ
Ͱখ͘͞ޙΖʹ̑าԼ͕Δɻ

打方

打方

仕方

仕方
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̐ষ　銃剣道ͷܗ

←
→

Լ͛ͨ銃Λɺ͑ߏͷ͞ߴ·Ͱ্͛Δɻ
ɺଧํͷಈ͖ʹ߹Θͤɺ྆ํ ऀͷಈ͕࡞ଗ͏Α͏ʹ͢Δɻ

Լ͛ͨ銃Λ͑ߏͷ͞ߴ·Ͱ্͛Δɻ

打方仕方

ଧํͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺΕΛ͢Δɻ ΕΛ͢Δɻ

打方仕方

15

16

17

18

←

Δɻʹ͑ߏ Δɻʹ͑ߏ

打方仕方

ଧํͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺྱΛ͢Δɻ ͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺྱΛ͢Δɻํ

打方仕方
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銃剣道　　

４ 銃剣道第 2学年の形

（1）　応じ技　右の打ち払い突き ʢന � शٕऀɺࠠ � ʣཱͪݩ

→

元立ち ʮӈΛ͑ಥ͚ʯͱ߸ྩΛ͔͚Δɻ

習技者 Δɻ্͛ʹͷํ্ࠨɺ྆खΛલʹग़ͯ͠ɺ銃ͷઌΛޙͷ߸ྩͷཱͪݩ

元立ち शٕऀ͕銃Λ্͛ͨΒɺ�าલʹग़ͳ͕ΒɺशٕऀͷӈڳͷํʹΏͬ͘Γ銃Λಥ͖ग़
͢ɻ

習技者 ͷ銃Λཱͪݩʹ͢Α͏ʹɺ࢟ͷ͑ߏͰҾ͍ͯɺ·ࠎࠊಥ͍͖ͯͨΒɺӈखΛཱ͕ͪݩ
ଧͪ͏ɻଧͪͬͨޙɺ銃ͷઌཱͪݩͷڳࠨͷํ͍͍ͯʹΔΑ͏ʹ͢Δɻ

元立ち 銃ͷઌΛࠨԼͷํ͚ͨʹ··ҰาํޙʹԼ͕Γɺಥ͔ͤΔɻ

習技者 ͦͷͰΛಈ͔ͣ͞ɺཱͪݩͷڳࠨͷํʹಥ͘ɻ

❶

❷

❸
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（2）　右の打ち払い練習方法

　　　　˔ "ɺӈख͕ $ͷखʹͿ͔ͭΔͱ͜Ζ·Ͱɺ྆Λ্ࠨͷํʹग़͢ɻ

̐ষ　銃剣道ͷܗ

→

元立ち 剣ઌ͕ɺΘ͔ͣʹΕΔڑʹͳΔͱ͜Ζ·Ͱલʹग़ͳ͕Βɺ͑ߏͷ࢟ʹΔɻ

習技者 銃ΛҾ͖ൈ͖ɺ͑ߏͷ࢟ʹΔɻ

˔ଧͪ͏ऀʢ"ʣɺଧͪΘΕΔऀʢ#ʣɺ͏ࡍͷӈखͷҐஔΛࣔ͢ऀʢ$ʣͷ̏ਓͰߦΘͤΔɻ

˔ �" ͑ߏͷ࢟ɺ#ʹ銃ͷࠜݩΛͤͨ࣋ɺ"ͱ #ͷ銃͕ ��ᶲఔަࠩ͢ΔڑͰ͍߹ΘͤΔɻ

　$ "ͷӈଆʹཱͨͤΔɻ

˔ $ɺ͍ͯ͑ߏΔ "ͷࠨखͷҐஔʹɺखͷͻΒΛ "ͷଆʹ͚ࠩͯ͠ग़ͤ͞Δɻ

指導上の留意点

❹

❶

❷
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（3）　応じ技　左の打ち払い突き ʢന � शٕऀɺࠠ � ʣཱͪݩ

→

元立ち 剣ઌ͕Θ͔ͣʹΕΔڑ͔ΒɺʮࠨΛ͑ಥ͚ʂʯͱ߸ྩΛ͔͚Δɻ

習技者 ΔΑ͏ʹɺӈʹಈ͔͢ɻ͚ʹͷํݞࠨͷཱͪݩɺ銃ͷઌΛޙͷ߸ྩͷཱͪݩ

元立ち शٕऀ͕銃Λӈʹಈ͔ͨ͠ΒɺҰาલʹग़ͳ͕ΒɺशٕऀͷڳࠨͷํʹɺΏͬ͘Γ銃
Λಥ͖ग़͢ɻ

習技者

ಥ͍͖ͯͨΒɺӈखΛ͓ෲͷཱ͕ͪݩ ��DNલͷͱ͜Ζ·Ͱ্͛ͪ࣋ɺ銃Λԣʹ৸͔͢Α
͏ʹͯ͠ɺ銃ͷࠨଆ໘Ͱཱͪݩͷ銃Λଧͪ͏ɻ
ଧͪͬͨޙɺӈखΛࠎࠊͷͱ͜Ζʹ͠ɺ͑ߏͷ࢟ʹͳΔɻ͜ͷͱ͖ɺ銃ͷઌݩ
ཱͪͷڳࠨͷํ͍͍ͯʹΔΑ͏ʹ͢Δɻ

❸

❶

❷

˔ "ɺӈखΛࠎࠊ·ͰҾ͍ͯɺ͑ߏͷ࢟

ʹ͢Α͏ʹཱͪݩͷ銃Λଧͪ͏ɻ

ଧͪͬͨޙɺ銃ͷઌཱͪݩͷڳࠨͷ

ΔΑ͏ʹ͢Δ͍͍ͯʹํ
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（4）　左の打ち払いの練習方法

̐ষ　銃剣道ͷܗ

→
元立ち 銃ͷઌΛࠨԼͷํ͚ͨʹ··ɺҰาํޙʹԼ͕Γɺಥ͔ͤΔɻ

͜ͷͱ͖ɺ͕ڳࠨ૬खʹ͑ݟΔΑ͏ʹΘΕͨ銃ͷઌΛ͚ʹࠨΔɻ

習技者 ͦͷͰΛಈ͔ͣ͞ɺཱͪݩͷڳࠨͷํʹಥ͘ɻ

元立ち 剣ઌ͕Θ͔ͣʹΕΔڑʹͳΔͱ͜Ζ·Ͱલʹग़ͳ͕Βɺ͑ߏͷ࢟ʹΔɻ

習技者 銃ΛҾ͖ൈ͖ɺ͑ߏͷ࢟ʹΔɻ

˔ଧͪ͏ऀʢ"ʣɺଧͪΘΕΔऀʢ#ʣɺ͏ࡍͷӈखͷҐஔΛࣔ͢ऀʢ$ʣͷ̏ਓͰߦΘͤΔɻ

˔ "͑ߏͷ࢟Ͱ銃ͷઌΛɺ#ͷݞࠨͷํ͔ͤʹΔɻ#ʹ銃ͷࠜຊΛͤͨ࣋ɺ"ͱ #ͷ銃͕

��ᶲఔަࠩ͢ΔڑͰ͍߹ΘͤΔɻ$ "ͷӈଆʹཱͨͤΔɻ

˔ $ɺ͍ͯ͑ߏΔ "ͷෲͷલ ��DNఔͷҐஔʹɺखͷͻΒΛԼʹ͚ࠩͯ͠ग़ͤ͞Δɻ

指導上の留意点

❸

❹

❶
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木銃に色別のテープを貼って、打ち払う位置をわかりやすくする。

指導のポイント

˔ �" ɺӈखͷ͕ߕ $ͷखʹͿ͔ͭΔͱ͜

Ζ·Ͱ্͛ͯɺ#ͷ銃Λଧͪ͏ɻ

˔ଧͪͬͨޙɺӈखΛࠎࠊ·Ͱͯ͠

ͷཱͪݩʹͳΓɺ銃ͷઌ࢟ͷ͑ߏ

ΔΑ͏ʹ͢Δɻ͍͍ͯʹڳࠨ

❷

❸

❹

ࣸਅྫɿӈͷଧ͍ͪɺ͍ςʔϓͷҐஔͰɺ૬खͷ銃ͷ৭ͷςʔϓͷͱ͜ΖΛଧͪ͏ɻ
ͷଧ͍ͪɺന͍ςʔϓͷҐஔͰɺ૬खͷ銃ͷന৭ͷςʔϓͷͱ͜ΖΛଧͪ͏ɻࠨ　　　　
　　　　銃ͷԫ৭ͷςʔϓΑΓ૬खͷखͷۙ͘ଧͪΘͳ͍Α͏ʹ͢Δɻ
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ϝϞ

̐ষ　銃剣道ͷܗ
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５ 銃剣道の形　五本目　～応じ技右の払い突き～

ʢന � शٕऀɺࠠ � ʣཱͪݩ

 ��า

ʹ͍ޓ �� าͷڑͰ͍͔߹͏ɻ

❶

ଧํͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺྱΛ͢Δɻ ͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺྱΛ͢Δɻํ

打方仕方

ଧํͷ͑ߏͷಈ͖ʹ߹Θͤͯɺ͑ߏΔɻ Δɻ͑ߏ

打方仕方

❷

❸

ଧํͷಈ͖ʹ߹ΘͤͯɺࠨΛҰาલʹग़͢ɻ ΛҰาલʹग़͢ɻࠨ
˞ʮ̍ʯͷ߸ྩΛֻ͚ͳ͕Β͏ߦɻ

打方仕方

→ ←

号令 :「1」❹
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̐ষ　銃剣道ͷܗ

➡

➡

号令 :「3」

号令 :「2」

号令 :「4」

←

→

ʮ̍ʯͷ߸ྩΛֻ͚ɺ྆
Λલʹग़ͯ͠ɺ銃ͷ
ઌΛࣼࠨΊ্ʹ্͛Δɻ

ಈ͔ͳ͍ɻ··ͨ͑ߏ

打方仕方

ʮϠʔοʯͱൃ͠ɺ
Λಈ͔ͣ͞ʹɺͦͷͰ
ಥ͘ɻ

ಥ͍͖ͯͨΒɺେ͕ํ
͖͘ҰาԼ͕Δɻ

打方仕方

ʮ̎ʯͷ߸ྩΛֻ͚ɺଧ
ํͷಥ͖Λɺ͔ࣗΒݟ
ͯӈଆʹଧ͍ͪɺ͔͢
Δɻʹ͑ߏͣ͞

ͷʮ̍ʯͷ߸ྩͰํ
ํͷ銃্͕͕ͬͨΒɺ
ɺલʹͷӈͷํํ
ʹҰาग़ͳ͕Βɺܰ͘ಥ
͖ग़͢ɻ

打方仕方

銃Λେ͖͘ҰาԼ͕Γ
ͳ͕ΒҾ͖ൈ͖ɺ͑ߏʹ
Δɻ
˞ʮ̐ʯͷ߸ྩΛֻ͚ͳ
͕Β͏ߦɻ

ಈ͔ͳ͍ɻ··ͨ͑ߏ

打方仕方

❼

❺

❾ 10

❽

❻

→←

➡

号令 :「3」号令 :「2」

ଧํͷʮ̎ʯͷ߸ྩͱಈ
͖ʹ߹ΘͤͯɺӈΛࠨ
ΑΓલʹग़͢ɻ͜ͷͱ
͖ɺަ͍ࠩͯ͠Δɻ
߹ʹɺଧํͷಈ͖ํ
Θͤɺ྆ऀͷಈ͕࡞ଗ͏
Α͏ʹ͢Δɻ

ӈΛࠨΑΓલʹग़
͢ɻ͜ͷͱ͖ɺަࠩ
͢Δɻ
˞ʮ̎ʯͷ߸ྩΛֻ͚ͳ
͕Β͏ߦɻ

打方仕方

ଧํͷʮ̏ʯͷ߸ྩͱಈ
͖ʹ߹ΘͤͯɺࠨΛӈ
ΑΓલʹग़ͯ͠ɺ͑ߏ
ͷʹͳΔɻ

ΛӈΑΓલʹग़͠ࠨ
ͯɺ͑ߏͷʹ͢Δɻ　
˞ʮ̏ʯͷ߸ྩΛֻ͚ͳ
͕Β͏ߦɻ

打方仕方

←

号令 :「1」
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→←
→

→

ଧํͷಈ͖ʹ߹Θͤͯɺ
ӈखΛҾ্͖͛ɺࠨखΛ
Լ͛ͯɺ૬खͷකͷ͞ߴ
·Ͱ銃ͷઌΛԼ͛
Δɻ͜ͷͱ͖ɺ銃ͷઌ
ɺ૬खͷӈකʹ͚
Δɻ

ӈखΛҾ্͖͛ɺࠨखΛ
Լ͛ͯɺ૬खͷකͷ͞ߴ
·Ͱ銃ͷઌΛԼ͛
Δɻ͜ͷͱ͖ɺ銃ͷઌ
ɺ૬खͷӈකʹ͚
Δɻ

打方仕方

ӈΛԼ͛ͯɺޙΖʹԼ
͕Γ࢝ΊΔɻ
ଧํͷಈ͖ʹ߹Θํ
ͤɺ྆ऀͷಈ͕࡞ଗ͏Α
͏ʹ͢Δɻ

ӈΛԼ͛ͯɺޙΖʹԼ
͕Γ࢝ΊΔɻ

打方仕方

←

➡

➡

発声 :「残心 !  」

ʮ৺ʯͱൃ͠ͳ͕Βɺ
ʹ͔Βখ͘͞Ұาલࠨ
ग़ͯɺ銃ͷઌΛΘ͔ͣ
ʹଧํͷࠨखʹ͚Δɻ

ಈ͔ͳ͍ɻ··ͨ͑ߏ

打方仕方

銃͕Θ͔ͣʹΕΔͱ
͜Ζ·Ͱલʹग़ͯɺ銃
ͷ͖Λதԝʹ͢ɻ

銃ͷ͖Λதԝʹ͚
Δɻ

打方仕方

11

13 14

12

15

→←
ӈΛԼ͛ͨޙɺࠨɺӈɺࠨɺӈͷॱʹɺาΈ
Ͱখ͘͞ޙΖʹ̑าԼ͕Δɻ
ɺଧํͷಈ͖ʹ߹Θͤɺ྆ํ ऀͷಈ͕࡞ଗ͏Α͏ʹ͢Δɻ

ӈΛԼ͛ͨޙɺࠨɺӈɺࠨɺӈͷॱʹɺาΈ
Ͱখ͘͞ޙΖʹ̑าԼ͕Δɻ

打方仕方
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16

18

→
←

Լ͛ͨ銃Λ͑ߏͷ͞ߴ·Ͱ্͛Δɻ
ɺଧํͷಈ͖ʹ߹Θͤɺ྆ํ ऀͷಈ͕࡞ଗ͏Α͏ʹ͢Δɻ

Լ͛ͨ銃Λ͑ߏͷ͞ߴ·Ͱ্͛Δɻ

打方仕方

Δɻʹ͑ߏ Δɻʹ͑ߏ

打方仕方

ଧํͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺྱΛ͢Δɻ ͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺྱΛ͢Δɻํ

打方仕方

ଧํͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺΕΛ͢Δɻ ΕΛ͢Δɻ

打方仕方

17

19
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６ 銃剣道の形　六本目　～応じ技左の払い突き～

ʢന � शٕऀɺࠠ � ʣཱͪݩ

 ��า

ʹ͍ޓ �� าͷڑͰ͍͔߹͏ɻ

❶

ଧํͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺྱΛ͢Δɻ ͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺྱΛ͢Δɻํ

打方仕方

ଧํͷ͑ߏͷಈ͖ʹ߹Θͤͯɺ͑ߏΔɻ Δɻ͑ߏ

打方仕方

❷

❸

ଧํͷಈ͖ʹ߹ΘͤͯɺࠨΛҰาલʹग़͢ɻ ΛҰาલʹग़͢ɻࠨ
˞ʮ̍ʯͷ߸ྩΛֻ͚ͳ͕Β͏ߦɻ

打方仕方

→ ←

号令 :「1」❹
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号令 :「2」

ʮ̍ʯͷ߸ྩΛֻ͚ɺ
銃ͷઌΛӈʹಈ͔͠ɺଧ
ํͷࠨʹ͚Δɻ

ಈ͔ͳ͍ɻ··ͨ͑ߏ

打方仕方

ʮ̎ʯͷ߸ྩΛֻ͚ɺଧ
ํ͕ಥ͍͖ͯͨ銃Λɺ
ଧͪ͏ɻʹํࠨ

ͷʮ̍ʯͷ߸ྩͰํ
ํͷ銃͕ಈ͍ͨΒɺͦ
ͷ··ํͷڳࠨͷํ
ʹɺલʹҰาग़ͳ͕Βɺ
ܰ͘ಥ͖ग़͢ɻ

打方仕方

号令 :「1」

仕方の木銃の動き

左に払ったときの木銃の位置

←

➡

号令 :「3」号令 :「2」

ଧํͷʮ̏ʯͷ߸ྩͱಈ
͖ʹ߹ΘͤͯɺࠨΛӈ
ΑΓલʹग़ͯ͠ɺ͑ߏ
ͷʹͳΔɻ

ΛӈΑΓલʹग़͠ࠨ
ͯɺ͑ߏͷʹ͢Δɻ　
˞ʮ̏ʯͷ߸ྩΛֻ͚ͳ
͕Β͏ߦɻ

打方仕方

ଧํͷʮ̎ʯͷ߸ྩͱಈ
͖ʹ߹ΘͤͯɺӈΛࠨ
ΑΓલʹग़͢ɻ͜ͷͱ
͖ɺަ͍ࠩͯ͠Δɻ
߹ʹɺଧํͷಈ͖ํ
Θͤɺ྆ऀͷಈ͕࡞ଗ͏
Α͏ʹ͢Δɻ

ӈΛࠨΑΓલʹग़
͢ɻ͜ͷͱ͖ɺަࠩ
͢Δɻ
˞ʮ̎ʯͷ߸ྩΛֻ͚ͳ
͕Β͏ߦɻ

打方仕方

❼

❺

❽

❻

←
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ʮ̐ʯͷ߸ྩΛֻ͚ɺଧ
ํͷڳࠨΛ͕ͨ͑ݟͱ͜
ΖͰɺΛಈ͔ͣ͞ɺͦ
ͷͰಥ͘ɻ
˞ಥ࣌͘ʹʮϠʔοʂʯ
ͱൃ͢Δɻ

ͷʮ̐ʯͷ߸ྩͰɺํ
ଧͪΘΕͨ銃ͷઌ
ΛԼ͛ͨ··ࠨɺ ɺ͚ʹ
ΔΑ͑ݟ෦͕ڳࠨʹํ
͏ʹମΛ։͘ɻ

打方仕方

ʮ̑ʯͷ߸ྩΛֻ͚ɺେ
͖͘ҰาԼ͕Γͳ͕Β
銃ΛҾ͖ൈ͖ɺ͑ߏʹ
Δɻ

ͦͷ··ಈ͔ͳ͍ɻ

打方仕方

ʮ৺ʯͷ߸ྩΛֻ͚ͳ
͕Βࠨ͔Βখ͘͞Ұา
લʹग़ͯɺ銃ͷઌΛΘ
͔ͣʹଧํͷࠨखʹ͚
Δɻ

ͦͷ··ಈ͔ͳ͍ɻ

打方仕方

➡

号令 :「5」

号令 :「4」

打ち払って突くときの木銃の位置

発声 :「残心 !  」

→

←

←

10

❾

11 12

ʮ̏ʯͷ߸ྩΛֻ͚ɺ͢
Δɻʹ͑ߏ͔ͣ͞

ͦͷ··ಈ͔ͳ͍ɻ

打方仕方

打ち払った後の木銃の位置

号令 :「3」

←
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➡

→ ←
←

←
ӈΛԼ͛ͯɺޙΖʹԼ
͕Γ࢝ΊΔɻ
߹ʹɺଧํͷಈ͖ํ
Θͤɺ྆ऀͷಈ͕࡞ଗ͏
Α͏ʹ͢Δɻ

ӈΛԼ͛ͯɺޙΖʹԼ
͕Γ࢝ΊΔɻ

打方仕方

ӈΛԼ͛ͨޙɺࠨɺ
ӈࠨɺ ɺӈͷॱʹɺ
าΈͰখ͘͞ޙΖʹޒ
าԼ͕Δɻ
߹ʹɺଧํͷಈ͖ํ
Θͤɺ྆ऀͷಈ͕࡞ଗ͏
Α͏ʹ͢Δɻ

ӈΛԼ͛ͨޙɺࠨɺ
ӈࠨɺ ɺӈͷॱʹɺ
าΈͰখ͘͞ޙΖʹޒ
าԼ͕Δɻ

打方仕方

15 16

13 14

ʹͷ銃͕ɺΘ͔͍ͣޓ
ΕΔͱ͜Ζ·ͰԼ͕
Γɺ銃ͷ͖Λதԝʹ
͢ɻ

銃ͷ͖Λதԝʹ͚
Δɻ

打方仕方

ӈखΛҾ্͖͛ɺࠨखΛ
Լ͛ͯɺ銃ͷઌΛଧ
ํͷකͷ͞ߴ·ͰԼ͛
Δɻ͜ͷ࣌ɺ銃ͷઌ
ଧํͷӈකʹ͚Δɻ

ӈखΛҾ্͖͛ɺࠨखΛ
Լ͛ͯɺ銃ͷઌΛଧ
ํͷකͷ͞ߴ·ͰԼ͛
Δɻ͜ͷ࣌ɺ銃ͷઌ
ํͷӈකʹ͚Δɻ

打方仕方

➡
→

17

→
←

Լ͛ͨ銃Λ͑ߏͷ͞ߴ·Ͱ্͛Δɻ
ɺଧํͷಈ͖ʹ߹Θͤɺ྆ํ ऀͷಈ͕࡞ଗ͏Α͏ʹ͢Δɻ

Լ͛ͨ銃Λ͑ߏͷ͞ߴ·Ͱ্͛Δɻ

打方仕方
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19

Δɻʹ͑ߏ Δɻʹ͑ߏ

打方仕方

ଧํͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺྱΛ͢Δɻ ͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺྱΛ͢Δɻํ

打方仕方

ଧํͱಈ͖Λ߹ΘͤͯɺΕΛ͢Δɻ ΕΛ͢Δɻ

打方仕方

18

20
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■銃剣道の理念

　銃剣道の理念は、「銃剣道修行の指標」が示す、「たゆまない努力によって心身を鍛錬陶冶し、

規律を守り、礼節を尊び、信義を重んずる等、社会人として必要な道徳性を高め、もって正しく、

明るく、強く、逞
たくま

しい、人間形成を目指して精進する」ことである。

■銃剣道の目的

　銃剣道は、武士道の美風である、「誠実」「礼節」「勇気」「質実剛健」及び「克己心」を徳目と

して錬磨し、社会に有為な人間の育成を目的としている。

■動作が単純で容易

　銃剣道は「突き技」のみで競うので、「突く」「構えに戻る」という単純な動作が基本となる。

そのため、初めて銃剣道を行う人にも習得が容易で、「生涯武道」として幼少期から高齢者まで

幅広い年齢層で行うことができる武道である。

■銃剣道の身体活動

　銃剣道の身体活動は、「突く」動作に加えて、技を成功させるために相手の木銃を「打ち払う」、

「かわす」、「押す」といった動作と足さばきが必要となる。併せて、心肺機能・スピード・反応能力・

持久力を高めることができ、健康で豊かな社会生活を営むための体力づくりに寄与する。

■真髄を極めるには奥が深い

　銃剣道の技は、単純で習得が容易である。しかし、単純がゆえに技を出すときは相手の隙を瞬

時に見極めなければならない。木銃の操作や技を使う機会を誤ると、好機が一瞬にして危機にな

ってしまう。技を成功させるには、「美しさ・速さ・正確さ」が求められ、真髄を極めるには奥

深いものがある。

　銃剣道は、この奥深さを探究していくことによって、「知」「情」「意」のバランスの取れた心

身の発達を図り、社会への適応力を育成する。

銃剣道のすすめ５章

̑ষ　銃剣道ͷ͢͢Ί
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日本武道協議会設立 40周年記念
「中学校武道必修化指導書」

銃剣道編

【執筆者】

　石川　慎也　　尽誠学園高等学校　教諭

　滝沢　元気　　新潟県立月ケ岡特別支援学校　教諭

　丹下　隆之　　愛媛県立東温高等学校　教諭

　菊池　　聡　　盛岡市立飯岡中学校　教諭

　宮内　佑輔　　長浜市立高月中学校　教諭

　田村　聖一　　富士市立富士南中学校　教諭

　清水　陽介　　平塚市立土沢中学校　教諭

　鈴木　　健　　（公社）全日本銃剣道連盟　副会長兼専務理事

　衛藤　敬輔　　（公社）全日本銃剣道連盟　事業部次長

【演武協力】

　新潟県立三条商業高等学校　銃剣道部

【参考文献】

　文部科学省『中学校学習指導要領　総則編』平成 20年 9月 25日

　文部科学省『中学校学習指導要領解説　保健体育編』平成 20年 9月 25日

　（公社）全日本銃剣道連盟『銃剣道教則』３版　平成 18年　日本印刷（株）
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武 道 憲 章
　武道は、日本古来の尚武の精神に由来し、長い歴史と社会の変遷を経て、術から道
に発展した伝統文化である。
　かつて武道は、心技一如の教えに則り、礼を修め、技を磨き、身体を鍛え、心胆を
錬る修業道・鍛錬法として洗練され発展してきた。このような武道の特性は今日に継
承され、旺盛な活力と清新な気風の源泉として日本人の人格形成に少なからざる役割
を果たしている。
　いまや武道は、世界各国に普及し、国際的にも強い関心が寄せられている。我々は、
単なる技術の修練や勝敗の結果にのみおぼれず、武道の真髄から逸脱することのない
よう自省するとともに、このような日本の伝統文化を維持・発展させるよう努力しな
ければならない。
　ここに、武道の新たな発展を期し、基本的な指針を掲げて武道憲章とする。

（目　的）
第 一 条　 武道は、武技による心身の鍛錬を通じて人格を磨き、識見を高め、有為の

人物を育成することを目的とする。
（稽　古）
第 二 条　 稽古に当たっては、終始礼法を守り、基本を重視し、技術のみに偏せず、心

技体を一体として修練する。
（試　合）
第 三 条　 試合や形の演武に臨んでは、平素錬磨の武道精神を発揮し、最善を尽くす

とともに、勝っておごらず負けて悔まず、常に節度ある態度を堅持する。
（道　場）
第 四 条　 道場は、心身鍛錬の場であり、規律と礼儀作法を守り、静粛・清潔・安全

を旨とし、厳粛な環境の維持に努める。
（指　導）
第 五 条　 指導に当たっては、常に人格の陶冶に努め、術理の研究・心身の鍛錬に励み、

勝敗や技術の巧拙にとらわれることなく、師表にふさわしい態度を堅持す
る。

（普　及）
第 六 条　 普及に当たっては、伝統的な武道の特性を生かし、国際的視野に立って指

導の充実と研究の促進を図るとともに武道の発展に努める。

　　昭和六十二年四月二十三日制定

日本武道協議会
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銃剣道　　
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　　平成十六年九月十六日制定

日本武道協議会

ぶ どう けん しょう
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編集後記
刊行総括責任者　三藤　芳生

　「安全で、楽しく、効果の上がる指導書・DVDを作ろう」

　日本武道館に事務局を置く日本武道協議会は、平成 29年４月に設立 40周年を迎え、記念事業として中

学校武道必修化に向けた指導書・DVDを刊行することとなりました。

　これを受けて、日本武道館事務局内に幹部を中心とする 13名のプロジェクトチームを立ち上げ、同時に

日本武道協議会加盟９団体から実行委員の先生がたをご推薦いただきました。その後、実行委員会として、

次の基本方針を決めました。

１、武道の歴史・特性と実施可能９種目の周知徹底を図る。

２、中学校武道必修化の充実に資する。

３、武道人口の拡大に役立てる。

　以上の基本方針に沿って、最終的に

１、指導書は 10 分冊、各平均 60 頁。イラストを多用し、見やすく、わかりやすい内容とする。計

５万７千部刊行。

２、DVDは３巻分巻、各巻 120 分。指導書と関連させ、見やすく、わかりやすい内容とする。３巻セット

３万７千巻作成。

　することを決めました。

　本書は各道とも、１．概論、２．指導目標・指導内容、３．指導の実際、４．安全管理・安全指導、５．

学習計画、６．各道のすすめ、の流れで構成されており、原稿は実行委員を通して各連盟・団体にお願いし

ました。

　「質実剛健」―武道は 1,000 年以上の歴史を有する、武士道の伝統に由来する、わが国の伝統文化で、人

格を磨き、道徳心を高め、礼節を尊重する態度を養う人間形成の道です。

　現在、日本に約 250 万人、海外に 5,000 万人を超す武道愛好者がいると言われており、本書とDVDが中

学校現場において活用され、全国男女中学生の身心の成長に役立つことを願って止みません。

　終わりに、刊行にご尽力をいただきました筑波大学藤堂良明名誉教授、各道実行委員の先生がた、事務局

の仲間たち、題字の新井光風先生、イラストの國分薫氏、レイアウトの藤林明氏、印刷製本の（株）三友社、

映像監督の北原直哉氏と DVD作成の（株）クエストの皆様に厚く御礼を申し上げ、本書が中学校武道必修

化の充実に役立つことを切に願い、後記といたします。

（公益財団法人日本武道館理事・事務局長 　日本武道協議会常任理事）

　　平成 29年４月



日本武道協議会設立 40周年記念
「中学校武道必修化指導書（10分冊・DVD３巻付）」

平成 29 年 5 月 1 日　 初版第 1刷　印刷

平成 29 年 5 月18日　 初版第 1刷　発行
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＜ 非 売 品 ＞
※図書館等での利用の際、付録DVDの閲覧・貸出を許可します。

日本武道協議会設立 40 周年記念
「中学校武道必修化指導書（10 分冊・DVD ３巻付）」

刊行委員会

　　　　　総括責任者　（公財）日本武道館理事・事務局長　　三藤　芳生　　　　　　　　　　　　　　　日本武道協議会常任理事
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連盟・団体推薦実行委員
筑波大学名誉教授　　　　　　藤堂　良明

（公財）全日本柔道連盟　　　　田中　裕之
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（公財）全日本弓道連盟　　　　桑田　秀子
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（公財）合気会　　　　　　　　金澤　　威
（一財）少林寺拳法連盟　　　　中島　正樹
（公財）全日本なぎなた連盟　　今浦　千信
（公社）全日本銃剣道連盟　　　衛藤　敬輔

日本武道館
　実行委員
　　　　総務部長　　永嶋　信哉
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